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フアミリー・サポート・センタTだより発刊にあたって

日野市長 馬 場 弘 融

会員ならびに市民の皆様には、明るい

新年を迎えられたこととお慶び申し上

げます。

昨年 9月 より、若いお父さんお母さ

んなどの子育てを支える新 しい制度と

して、フアミリァ ・サポー ト・センター

が関設されています。

日野市では、かなり前から 「女性社会

事業協会」を立ち上げ、男女がともに安

心 して働ける環境を整備するため努力

してきました。協会では、保育に限らす、

高齢者はもとより家事全般にわたり、女

性の日常生活をささえてきたのですが、

この事業は、会員制による日野市独自の

施策でありました。

今回のフアミリー ・サポー ト・センタ
ーは、新たに国や都の支援を受け、経験

を持つ同協会とも連携を取りながら、ろ

ょつとの間の育児あるいは関連業務を

手助けする制度として、同じように会員

制により立ち上げたものです。

昨今の不況の長期4しにより、働きたい

女性はどんどん増えています。保育国の

待機児も、子どもの数が滅つている時期

なのに、逆に増えてきていますので、タ

イムリーな施策だと者えています。

さて、フアミリー ・サポー ト・センタ
ーの仕組みですが、サービス利用者と提

供者それぞれに会員として登録 して頂

き、地域で相互に育児を助け合う、有償

の支援事業となつています。

具体的なサービス内容は、

○ 保育施設の時間外の預かり保育

○ 保育施設までの送迎

○ 放課後や学童保育終了後の児童保

育

○ その他育児全般の手助け

などです。

しかもそれそれの業務について、紹介

や仲介あるいは打ち合わせなどには、必

すセンターの職員が関わリコーディネ
ー トすること、としていますから安心で

す。

子育てをしている方々からは、すでに

数多くの幅広い要望が届けられていま

す。お悩みの方はひとますご相談くださ

い。急な申し出には対応できないことも

ありますが、核家族が進行する今日、働

く若いお父さんお母さんなどを支える

ため、職員―同頑張つていますので期待

してくださしヽ。

それにしても、0歳 から6歳 (学齢)

までの子育てを総合的に支える、まつた

く新しい仕組みを立ち上げる時期Tは
ないか、と者えています。    卒

教育の劣野での、幼稚園。    ・

福祉の分野での、保育園。

これ らの劣野 を超えた融通 のき く仕

組み、が求められている と思 うのです。

私は、「幼児園」 としヽう名称を考えて

いるのですが、千代日区では、「こども

園」ということで、同 じような発想をス

ター トさせているようです。
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つまり、0歳 から学齢期までの子ども

を預かり育てる新 しい仕組みとして、教

育と福祉の枠を越えた施設を作り上げ

てみる。そして敷地や建物は行政あるい

は企業などが提供するとして、運営につ

いてはできるだけ NPOや 、有償ポラン

ティアの方々にお願いする。さらに、預

かり保育の内容については、できるだけ

数多くのメニューを用意し、利用者の二

―ズに合わせるように努力する。例えば、

24時 間保育、夜型保育、薄暮保育、朝

方保育、ショー トステイ保育、隔日保育、

1日 保育、そ して何らかの教育的な配慮、

など幅広いメ三ューを、それぞれの料金

体系とともに整備する必要があるで し

よつ。

新たな制度を立ち上げるには、常に厳

しい抵抗が予想されます。

ですが私は、この度のフアミリー ・サ

ポー ト・センターが、こうした新ししヽ仕

組みの立ち上げに向かつて、第一ステ

ップになり得るのではなしヽかと者えて

います。とりわけ提供会員の皆様、子育

てを終わり仕事など一段落された汚衆

市長挨拶(保育サービス講習会にて)

H13,12.13

には、一層のご協力をお願いしたいとこ

ろです。

さらに、子育て支援は女性だけの仕事

ではありません。男性の出番だつてある

のです。お父様力のご協力もいただきた

いところです。実は、このセンターの立

ち上げに当たり開催した「保育サービス

講習会」に、男性の受講者がおられてと

てもうれしく感じました。

いすれにせよファミリー ・サポー ト・

センターは、まだスター トしたばかりで

す。これからの行政の役書Jを考えるとき、

高齢者への施策とならんで、子育て支援

が最大のポイントになるでしょう。市と

しても、皆様のご協力をいただきながら

努力していく所存です。

この事業は、提供者、利用者、そして

なによりご家族の深いご理解があつて

こそ、より良い制度に成長 して行くと思

ってしヽます。

ぜひとも多くの皆様の温かいご支援

を心からお願い申し上げ、創刊暑にあた

つての挨拶といたします。

保育サービス講習会

(講師 :J 児ヽ科医 須 賀康正先生)
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提供会員対象保育支援講座

保育サ■ビス講習会実施報告
ファミリー・サポート・センター関設E当 たり、提供会員とじて登録された方を対象に、保育サービ

ス葺習会を実施しました。この講座は 『育児中OBく 人が仕事と家庭を両立させて安心して働くことが

できるように保育の支援を提供できる人を養成することを目的」として、平成 5年 度から労働省 (現

厚生労働省》― た苦習会のカリキュラムに準じて行いまし島  (肉g8‐ F表 )

受講者は66名 、うち 34名 の方が豊課程を修了しました。俸了された方には、厚生労働省のtgj女

性労働協会ならびに日封rpファミリー ・サポート・センターより傍了証書が交付されました。

なお、末傍了の方には来年度の同講座にて補番を受番じていただきます。

よりよい活動を目指して、今後も誌習会を実施します。ぜひ、機会を提えて学習の電としてください。

※ 教 科書   「 育児サポー ト」 編集 ・発行 財 団法人 女 性労働協会

時間数   20時 間

講習会場  日 野市生活 ・保健センター 講 座室

回

数
講習日 講座名 講 師 時間数

1 10月 17日 (水) 保育の心 育児支援グループ

主任研究員 中 山 嶺子

2

2 10月 25日 (本) 身体の発育と病気

・発育について

須寅小児科医院

院 長  須 貨 康正

2

3 11月  1日 (木) 身体の発育と病気

・病気について

同  上 2

4 月 8日 (木) 心の発達とその問題

・正常な発達

日野市立第5幼稚園

園 長 倉 本 智恵子

2

5 11月 15日 (木) 心の発達とその問題

口扱いにくい子

同  上 2

6 11月 22日 (本) 子どもの世話 日野市福社保健部健康課

保健婦  青 山 美幸、山城 直子

2

7 11月 30日 (金) 子どもの遊び 日野市立第5幼稚目

園 長  倉 本 智電子

3

8 12月 7日 (金) 乳汁・食事 日野市立福祉保健部健康課

栄養士 萩原 久美子

3

9 12月 13日 (木) 安全・事故 須資小児科医院

院長 須 賀 康正

2
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■会員の声    は じめまして 提 供会員です !

昨年、9月 1日 のフアミリー ・サポート・センター開設に、多く

の方の関心が奇せられ芦同を得て、提供会員として登録をいただ

きました。新しく提供
1会

員になられた方短の抱員をご紹介します。

81動くお母さんが多くなつた現在、お母さ

んの負担は大変なものです。また事業主婦

のお母さんでも 24時 間子どもと一緒では

ス トレスがたまります。そんなお母さんた

ちの手助けになればと思い登録しました。

・1子どもの手が少しかからなくなり、何と

かしたいと考えていた時にフアミリーサポ
ー トの事を知りました。幼稚園数諭 ・ベピ
ーホーム ・幼児教室と子どもにたすさわる

仕事をしてきましたので、それが活かせる

活動が したいと思い提供会員に登録 しまし

た。

口1自分が子育ての頃、仕事を持ちながら学

童に預け、その時困ったことが忘れられす、

今の自分に出来る事で何か手助けが出来れ

ば ・・と思つていたところに広報でサポー

トを知り登録 しました。

・自 分の子どもも成長 し子どもに対する

教育について、冷静に考えられるようにな

りました。失敗が多かつたですが、それを

生かして役立てたらと思います。

・J以前より保育に関する活動に参加 した

いと考えておりましたが資格がない私には

無理と思つていました。広報で知つたとき

「待つていました。これで私の話望する保

育にかかわれる」。と思い登録しました。

口1自分も二人育ててきて、実家が遠く夫は

仕事で忙しく、このようなサポー トをほし

いと思つていたので役立ちたいと考えまし

た。

口'豆大卒業後4年 間保育園で働きました。

すでに退職 したのですがもう一度子どもと

閣わる事が したい !と思っている時にフア

ミリー ・サポー ト・センターの事を知つた

ので登録させていただくことにしました。

・:子ともの手もそろそろ離れるので、自分

の空いた時間で何かできればと思いました。

自分の子育ての中で、身近で安心して預か

ってくれる人がいたらどれだけ助かったか

と思つていたので、これから子育てをする

方の手助けができたらと思います。

・自 分の両親が遠方に居り、夫の両親が高

齢なので、子ともが産まれた時に預かる人

が周りになく自分にとって必要である為、

似たような状況の人に力を貸 してあげたい

と思いました。叉地域間での知人が何人か

でも増えることにつながり、子育てをして

いる者にとっては心強いと思いました。

。う重 くに住んでいる孫や子ども達が地域

でお世話になっているので、自分も日野で

活動がしたいと思い登録 しました。

口~下
の子どももJ 学ヽ校に入り、昼間の自由

な時間が増え、保育士の資格もあったので、

仕事を始める助走になるかもと思つて登録

しました。小さい子ともの世話も好きだつ

たので。

。自 分が子育ての頃はこのような制度が

な<、 小さいお子さんの親が安心 して働け

るようになればと思います。   ■

徐希徐器命命令希器器希徐器器器器器希希希器器器器器器心器
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■会員の体験記    … サ ポ
ー

トセ ン タ
ー

を 利 用 し て
…

      器

留

◆ 「感謝 ・感謝の毎 日」        ◆ 次男の病 気 というひ ょんなことから   解

貯

1・Mさ ん (旭が丘)        K・ Mさ ん (程久保) 器

夏 の私はイライラママ。夫やもうす   保 育園入園が決まっていた乳児の次  器

ぐ 歳 の子  つ 当た し て、そんな自  男 が、急な高熱を出したの 平 成  年   留

分が嫌でした。かわいい盛りの識が子を  3月 中旬のことでした。夜中に大学病院  T
避けるように喜らしていました。体では  に いき、点滴を受けた後、医師から 「こ  T

なく心の疲れです。一日中子どもと向き

含っている生活に悲鳴をあげていました。

イヤイヤ子育てをしている自分が情けなくて

子どもにも夫にも申し訳なくて、ますま  ク に陥ってしまいました。        ?
す情結不安定な毎日です。          こ の時に助けていただいたのが、女 d,

そ こで私はパートに出ることを決心  性 協会(現フアミリーサポート)でした。  ゃ

しました。自分の技術と知識を維持、向  3尾 下旬というぎりぎりの時点であつた  冒

上させるためにも、何より子どもとの距  に もかかわらす、提供会員の方をすぐに  T
離をおくため。就職面接の時に始めてサ  見 つけて戴き、どれほど精神的に救われ  T

ポートセンターの皆様にお世話になりま  た か言葉に表すことが出来ません。    T

塁猛し暮霧密署腐極緊堅話畠京宅蜜畳と  の岩任騒晶群ξ模雪3零析蒼酒演零|キ言公 魯
感 じました。              で すが、お二人とも育児経験が豊富なお  等

秋 の私はニコニコママ。週 2回 だけ  母 さんなので、私は安bし て仕事に集中  春
のパー トが決まり、子ともは償れない環  で きます。最近では、私が帰宅 しても、  皆

境で泣く日もありま したが、私は自分を  提 供会員の方に抱 っこされて私の方に行  留

必要としてもらえる職場での仕事にや り  か ないと泣いて しまうほどす っかりなつ  T
がいを感 じ始め、気持にも余裕が出来、  い てしヽます。              守

久 しぶりに子どもを 「かわいいなあ」と   ま た、偶然にも提供会員の Nさ んが私  マ

思える瞬間に出会えていま した。

冬 の私は三ヤ三ヤママ。仕事のペー

スも安定 して毎日が楽 し<て たまりませ

ん。子どもに対 しても愛情深くなりま し  す 。もう一人の提供会員である Kさ んか  綜
た。子どももあっという間に慣れ、泣さ  ら は小学校のことなど地元ならではの情  器
べそ娘はいつも三コニコ楽 しそうです。そん  報 を聞<こ とができ、J 学ヽ校 1年 生にな  器

な姿を見て二人も私もコヨです。育児の  る 長男に関 していろいろア ドバイスをい  や

悩みや相談にもベテランスタ ッフや提供  た だいています。            番

会員さんの家族のおばあちゃんにア ドバ   次 男の病気というひょんなことから   T
イスをいただき、お兄ち ゃんやお姉ちゃ  Nさ ん、Kさ んという二人の方に出会う  T

んと兄弟姉妹のように遊んでいただき、  こ とができ、今では我が家の身内である  T

昏岳景暑昏景
蚕言再零忌勢君室≧二揺衰  婁晨安牙承ぞ憲暑桑香春鮮星昏。

k日を
 8

守

命令希希希命希希命令心命令命命令希命令希希命令希命命命希希命令命令希希
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フアミリーサポート

5屍 物 一さぼ―を

Q&A

Q 入 会手続きは面倒ですか?

Q 自 宅で保育活動中、子どもが具台が

悪<な りました。どうしたらよいでしょう

か?

Q 子 どもを預かる際に、近所の公園や

児童施設等へ連れて行き遊ばせることもで

きますか?

Q ]ギ
・
ィ十卜が終ゎっていれば、直接提

供会員さんに活動をお願いしてもいいです

か?

Q 活 動報告書は、どうすればいいので

すか?

Q コ ニディネートの確認事項と援助内容を変

更したいのですが?(日 ・時間 ・方法等)

A 入 会手続きは、登録カードに記入い

ただくだけです。事故補償の関係で大切な

ことなので、必すセンターにお越しくださ

い。会費は無料です。

A ま す保護者に連絡をとり、すぐにお

辺えが必要か、安静にして様子をみるのか、

指示を仰いでください。保護者に連絡が取

れないときはセンターに連絡をください。

緊急を要するときには数急車を呼んでくだ

さい。

A 子 どもを預かる時には、原則として

提供会員の自宅ですが、近所の公園や児童

施設等で遊ばせることもできます。その際

には、保護者に了解を得てください。

A 提 供会員さんに都含を聞くのは結構

ですが、活動依頼はセンターを通してくだ

さい。保険の対象にならなくなります。

A 提 供会員さんが、翌月 1日 から5日

までの間にセンターに届けてください。

早めにいただけると嬉しいです。

A セ ンターヘその旨お知らせください。

活動内容の調整をします。

V
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事務局より事業内容のお知らせ
(平成 14年 1月 25日 現在)

ョ 活動状況

=会 員登録数

※ 上記、女性協会第3分 野登録者数333名 は、平成 13年 9月 1日 付で設立されたサポート・

センターにおける要網付則第 2項 のみなし規定により、自動的にサポート・センターの会員と

なつておりますが、併せて、本年の 3月 31日 までは、女性協会の会員でもあります。従つて、

女性協会との関連から、本年 4月 中旬を目途に会員の皆様の意向調査を予定しておりますので

ご協力の程お願いいたします。

日野市フアミリー・サポート・センター事業のしくみ

フアミリーサポートとは、育児のお手伝いをして欲しい方 (利用会員)と 育児のお手伝いをし

たい方 (提供会員)に 会員として登録してもらい、地域で育児を相互に助け台う、有償の育児援

効活動です。日野市では、平成3年 より日野市女性社会事業協会が他市に先駆けて、育児援助活

動を行つてきましたが、平成 13年 より国と都からの支援を受けて、同協会と連携を取りながら

市の事業としてフアミリー ・サポート・センターを開設しました。

▼対象となる幼児 ・児童は、原則として6ヶ 月児から 10歳 未満まで。

▼援助の内容は、①保育施設の開始前および終了後、子どもを預かる。また、それに伴う送迎。

②学菫保育終了後、子どもを預かる。③その他、子育てをしている方が育児の手が足りす、

困つたときの手助け等です。保育に困つたときには、ますご相談ください。

▼受付時間は、月曜日から金曜日の年前 8時 30分 から午後5時 までです。

(活動時間はこの限りではありません)

▼利用料金・報爵は、1時 間 850円 (平日の 9時 ～17時 )。その他は 1,100円 です。

▼利用 ・提供が決まつたら、コーデイネート (紹介と打ち合わせ)を 行います。

▼センターの所在地 日 野本町 1-6-2生 活 ・保健センター4階  (TB_589-7616)

|  ピ

9月 10月 11月 12月

依 頼 件 数 27件 35件 31件 30件

活 動 延 件 数 120件 188件 170件 131件

延時間数 時間内 231時 間 312.5時 間 284時 間 183.5時 間

時間外 105時 間 142時 間 139.5時 間 159.5時 間

9月 1日 以降新規登録者 女性協会第3分野登録者数 合 計

提供会員 50名 142名 192名

利用会員 40名 177名 217名

両方会員 1名 14名 15名

合計数 91名 333名 424名

-8-


